
度

会

春

彦

本

縁

-

度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
1

小

林

幸

夫

(
一
)
白
大
夫

・
度
会
春
彦

か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
全
体
像
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
論
考
を
用
意
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
て

京
都

・
北
野
天
満
宮
は
、
摂
社

「白
大
夫
社
」
に
伊
勢
神
宮
の
神
主
度
会
春
彦

を
祀

っ
て
い
る
。
『山
州
名
跡
志
』
(巻
之
八
)
は

「第

一
ノ
摂
社
」
と
し
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

在
二
中
門

ノ
内
西
向

二
一所
レ祭

ル

勢
州

ノ
神
主
春
彦
ガ
霊
神
ナ
リ

禰
宜

補
任

二
云
ク
。
渡
遇
ノ
春
彦

ハ
。
天
御
中
主
三
十
六
世

ノ
孫
也
。
即
チ
神
主

ノ
ニ
門
大
内
人
高
主
六
男
也
。
延
喜
十
八
年
戌
/
六
月
廿
日
二
任

ス
。
同
廿

年
十
二
月
廿
五
日
叙

ス
ニ
外
従
五
位

ノ
下
一。
承
平
三
年
十

一
月
廿
日
。
辞

シ

レ職

ヲ
。
譲
リ
ニ
男
農
晴

二
一。
天
慶
七
年
正
月
九
日
卒

ス
。
蓋
シ
菅

ノ
三
品

在
世
之
時
有
リ
ニ幽
契
ノ
睦
一故

二
為
二
第

一
ノ
摂
社
ト
一也
。

　
　
　

白
大
夫
伝
説
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
繰
り
か

え
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
菅
原
道
真
と
親
交
が
あ

っ
た
と
い
う
の
は
事
実

で
は
な

い
。
「白
大
夫
春
彦
」

は
伝
承
上

の
人
物
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
注
目

し
た
い
の
は
、
「禰
宜
補
任
」
を
引
用
し
て
述

べ
ら
れ
る
、
度
会
氏
二
門

・
大
内

人
高
主
の
六
男
、
以
下

の
記
事
で
あ
る
。
伝
承
に
し
か
す
ぎ
な
い
白
大
夫
春
彦
と
、

高
主
の
六
男
以
下
の
記
事
が
、
ど
う
結
び

つ
く
の
か
。
白
大
夫
度
会
春
彦
の
伝
説

を
調
べ
て
い
く
と
、
そ
の
こ
と
が
す

っ
き
り
と
飲
み
込
め
な
い
。
む
し
ろ
伊
勢
の

白
大
夫

・
度
会
春
彦

の
伝
説
は
、
「高

主
の
六
男
」
と
い
う
春
彦
の
事
跡
を
明
ら

度
会
春
彦
本
縁

(二
)
度
会
氏

の

一
女
六
男

度
会
氏
に
は
二
門
と
四
門
が
あ
り
、
春
彦
は
二
門
に
属
す
る
。
度
会
氏
の
中
祖

乙
乃
古
命
に
は
四
男
あ
り
、

一
は
爾
波
、
二
は
飛
鳥
、
三
は
水
通
、
四
は
小
事
、

と
い
う
。
そ
の
う
ち

一
と
三
の
家
系
は
絶
え
て
、
飛
鳥
と
小
事
の
末
商
の
み
が

つ

づ
い
た
。
し
た
が

っ
て
度
会
姓
で
も
、
飛
鳥
の
末
商
を
二
門
、
小
事
の
方
を
四
門

と
称
し
た
。
松
木
、
檜
垣
、
宮
後
、
久
志
本
な
ど
は
二
門
、
出
口
、
藤
波
、
廣
田

な
ど
は
四
門
で
あ
る
。
春
彦
は
、
二
門
飛
鳥
の
末
孫
で
あ
り
、
春
彦
の
後
商
は
松

ハ　
　

木
氏
を
継
い
だ
と
い
う
。

神
宮
神
官
薗
田
守
良
は

『
神
宮
典
略
』
の
う
ち
に

「度
会
系
論
」
を
著
し
て
、

諸
書
を
引
き
な
が
ら

「
春
彦
」
の
閲
歴
を
記
し
、
検
討
を
加
え
て
い
る
。
少
し
長

い
が
こ
こ
に
写
し
て
み
る
。

氏
系
本

に
、
高
主
六
男
、
冬
雄
之
養
子
、
元
大
内
人
と
あ
り
。

大
補
任
に
、
寛
平
九
年
十

二
月
廿

二
日
、
被

三
始
置
二
大
神
宮
司
検
非
違

使

一、
豊
受
大
神
宮
権
禰
宜
春
彦
。
〈
此
人
、
類
聚
大
補
任
に
、
寛
平
九
年

に
司
検
非
違
使
補
任
と
云
り
。
此
職
は
准
大
内
人
な
る
故

に
か
く
記
せ
し
な

ら
ん
〉

一1一



度
会
春
彦
本
縁

(中
略
)

補
任
次
第
に
、
延
喜
十
八
年
〈
戌
寅
〉
六
月
廿
日
任
、
兄
冬
雄
譲
也
。

同
云
、
系
本
云
、
延
喜
廿

一
年
二
月
三
日
庚
午
、
叙
二外
従
五
位
下

一。

(中
略
)

皇
字
沙
汰
文
、
延
長
元
年
十
二
月
廿
五
日
解
に
、
豊
受
宮
禰
宜
外
従
五
位
下

神
主
春
彦
署
名
あ
り
。

補
任
次
第
に
、
承
平
三
年
十

一
月
廿
日
辞
職
、
譲
二男
農
晴

一。

同
云
、
天
慶
七
年
正
月
九
日
卒
と
あ
れ
ば
、
致
仕
之
後
十
二
年
存
生
た
り
。

系
本
に
、
此
人
を
白
大
夫
明
神
是
也
、
と
記
せ
り
。
是
に
よ
り
て
後
世
に
は

此
人
始
め
菅
原
朝
臣
に
従
ひ
て
筑
紫
に
有
し
を
、
後
に
伊
勢
国
に
帰
り
禰
宜

補
任
あ
り

つ
る
と
云
伝

へ
た
れ
ど
、
付
会
に
て
信
が
た
し
。

高
主
に
は

一
女
六
男
が
あ

っ
て
、

一
女

「宮
了
」
、

一
男

「宗
雄
」、
二
男

「冬

雄
」
、
三
男

「
春
海
」
、
四
男

「秋
拉
」
、
五
男

「冬
綿
」
と

つ
づ
き
、
最
後
が

こ

こ
に
示
し
た
六
男
の

「春
彦
」
と
な
る
。
双
生
児
が
三
年

つ
づ
け
て
誕
生
し
て
六

男
と
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
春
彦

は
そ
の
末
子
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の

一

女
六
男
に

つ
い
て
は
虚
実
入
り
交
じ

っ
て
い
る
よ
う
で
、
系
図
の
検
討
が
必
要

で

あ
る
。

一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
元
徳
元
年

(
=
二
二
九
)
に
成
立
し
た

「
元
徳
注

進
度
会
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
高
主
の
子
と
し
て
名
前
が
あ
が
る
の
は
冬
雄

・
春
海

・

秋
並

・
春
彦
の
四
人
だ
け
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
江
戸
後
期

の

「考
訂
度
会
系
図
」

(嘉
永
七

1
安
政
六
)
に
は
、
四
人
の
ほ
か
に
宗
雄

・
冬
綿
の
名
が
加
わ
る
。
宗

雄
や
冬
綿

に
つ
い
て
薗
田
守
良
は
、
「
此
人

の
事
、
氏
系
本
に
名
の
み
存
せ
り
」

と
記
す
の
み
で
あ
る
。
要
す
る
に
高
主

の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

一
女
六
男
と
い

う
こ
と
も
含
め

て
、
疑
わ
し
い
こ
と
、
不
明
な
点
が
多
い
と
い
え
る
。
大
西
源

一

氏
は
、
『
松
木
智
彦
神
主
伝
』
を
著
し

て
、

こ
の
兄
弟
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

飛
鳥
十
世

の
高
主

に
至
り
、
冬
雄
、
春
海
、
秋
並
、
春
彦
の
四
氏
を
産
む
、

其
の
中
秋
並

の
商

は
宮
後
、
久
志
本
諸
家
と
な
り
、
春
彦
の
後
は
松
木
家
と

な
れ
り
。

す
な
わ
ち
宮
了
、
宗
雄
、
冬
綿
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
存

在
が
、

そ
も
そ
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
「宗
雄
」
や

「
冬
綿
」
は
、
後
に
付
け
加

え
ら
れ
た
の
で
は
、
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
双
生
児
が
三
年
続
け
て
誕
生

し
た
と
い
う
の
も
、
奇
遇
、
稀
な
誕
生
と
し
て
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
う
な
ら

ば
、
神

の
子
が

「小
さ
子
」

の
姿

で
誕
生
す
る

「
異
常
出
生
潭
」

に
も
似
た
神
話

的
な
発
想
が
、

こ
の
系
図
の
う
ち
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

薗
田
守
良
の

「
度
会
系
論
」
が
、
「補
任
次
第
」
や

「皇
字
沙
汰
文
」
を
引
用

し
な
が
ら
、
史
料

に
も
と
つ
い
て
記
述
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
虚
実
を
判
別
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
春
彦
を
白
太
夫
と
す
る
説
が
、
付
会
と
い
っ
て
斥

け
ら
れ
る
の
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
「宗
雄
」
や

「
冬
綿
」
だ
け
で
は
な
い
。
六
男

春
彦
も
、
そ
の
虚
実
は
き
わ
め
て
曖
昧

で
あ
る
。
外
宮
大
内
人
、
禰
宜
に
し
て
、

承
平
三
年
に
職
を
辞
し
、
天
慶
七
年
正
月
卒
去
と
い
う
経
歴
は
た
ど
れ
る
に
し
て

も
、
そ
の
閲
歴
だ
け
で
は
、
白
太
夫

の
伝
説
が
、
彼

に
結
び

つ
け
ら
れ
た
事
情
は

明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
春
彦

に
ま

つ
わ
る

一
女
六
男
の
伝
承
に
つ
い
て

検
証
す
る
こ
と
が

つ
ぎ
の
課
題
と
な
る
。

(三
)
童
女
の
妙
見
像

高
主
の

一
女
六
男
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
「度
会
系
論
」
が

「宮
了
」

の
条
に
、

『岩
屋
本
縁
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
の

一
節

「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
を
引
い
て
述
べ
て

い
る
。
『岩
屋
本
縁
記
』
は
、
大
須
真
福
寺
所
蔵

『高
庫
蔵
等
秘
抄
』
(永
保
二
年

〈

一
〇
八
二
〉
二
月
八
日
書
写
の
践
あ
り
)
の
寛
文
二
年
の
転
写
本
で
あ
る
。
傍

線
を
施
し
た
箇
所
が
、
『岩
屋
本
縁
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

岩
屋
本
縁
、
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
云
、
妙
見
本
願
度
会
氏
遠
祖
大
神
主
飛
鳥
末

孫
大
内
人
高
主
、
貞
観
元
年
己
卯
十

一
月
十
五
日
、

一
子
前
大
物
忌
子
、

入
二
御
賛
河

一卒
去
、

〈
十
五
才
〉
、
即
時
従
二御
賛
河
淵
底

一而
、
得
二
妙
見

星
童
形
像
一、
奉
レ居
二尾
部
御
陵
以
西
小
田
岡
崎
宮
霊
地

一利
、
祈
二
氏
人
之

繁
昌

一、
袋
貞
観
二
年
十

一
月
十
五
日
、

一
胞
二
人
男
子
生
、
宗
雄

・
冬
雄

一2一



是
也
、
同
三
年
十

一
月
十
八
日
、
同
胞
二
人
子
生
、
春
海

・
秋
拉
是
也
、
同

四
年
十

一
月
十
五
日
、
亦
同
胞
二
人
男
子
所
生
、
冬
綿

・
春
彦
是
也
云
々
、

と
有
よ
り
数
百
年
の
後
も
此
事
を
伝

へ
来

て
、
外
宮
神
事
記
、

〈
寛
文
年
中

記
せ
る
書
〉
に
、
〈
岡
崎
神
事

の
条

〉
、
十

一
月
、
山
宮
神
事
詔
詞
に
云
、

玉
女
天
王
御
門
於
開
給
、
吉
日
良
辰
於
択
定
天
、
妙
見
大
菩
薩
御
門
人
、
日

本
朝
東
海
道
伊
勢
国
度
会
郡
沼
木
郷
河
原
村
爾
住
須
留
、
掛
畏
支
豊
受
皇
太

神
宮

一
禰
宜
云
々
、

〈
此
処

に
禰
宜
中
の
連
名
を
記
せ
り
V
、
結
縁
同
志

く
仁
志
天

V
、
奉
仕
御
調
二
棒
云

々
、
と
あ
り
て
、
其
祭
祀

の
さ
ま
外
宮
祭

祀
今
式
に
記
し
て
、
今
の
世
ま
で
山
宮
神
事
を
奉
仕
れ
り
。

大
内
人
高
主
の
女
、
前
の
大
物
忌
子

・
宮
了
が
御
賛
河
が
沈
ん
で
亡
く
な

っ
た

の
で
、
川
底
を
探
し
て
み
る
と
妙
見
星

の
童
形
像
を
感
得
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
妙

見
像
を
尾
部
御
陵

の
西
、
小
田
の
岡
崎
宮

に
祀

っ
て
、
度
会
二
門
の
繁
栄
を
祈
る

と
、
毎
年
十

一
月
、
双
生

の
男
子
が
三
年

つ
い
て
誕
生
し
、
六
子
を
得
た
。
そ
れ

よ
り
数
百
年
、
氏
人

の
繁
栄
を
祈

っ
て
山
宮
祭
を
営
ん
で
き
た
、
と
い
う
の
が
そ

の
次
第
で
あ
る
。

御
賛
河
と
は
現
在
の
勢
多
川
で
あ
り
、

そ
こ
に
架
か
る
小
田
橋
と
尾
部
坂
と
の

中
間
に
岡
崎
宮
あ

っ
た
。
こ
こ
に
妙
見
像
が
祀
ら
れ
て
以
来
、
妙
見
堂
と
称
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
大
内
人
高
主
は
大
物
忌
の
父
と
し
て
、
内

・
外

両
宮
の
神
に
御
饅
を
供
え
る
こ
と
を
仕
事
と
し
、
そ
の
娘
宮
了
は
、
大
物
忌
子
と

し
て
神

の
お
側

に
仕
え
た
童
女
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
実
在
の
女
子
で
あ
る
の
か
、

き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
、
三
年

つ
づ
い
て
の
双
生
児
の
誕
生
と
い
う
こ
と

も
ふ
く
め
て
、
作
ら
れ
た
神
話
と
考
え
ら
れ
る
。

妙
見
の
童
女
像
を
祀

っ
た
妙
見
堂

(旧
岡
崎
宮
)
は
、
貞
観
二
年
中
の
草
創
に

し
て
、
「
尾
部
坂
之
陵
」
の
西
に
宮
居
を
占
め
た

(『
勢
陽
雑
記
』)
。
岡
本
町
か
ら

御
贅
河
に
架
か
る
小
田
橋
を
渡
り
、
尾
部
坂
を
の
ぼ
る
と
妙
見
山
で
あ
る
。
そ
こ

に
妙
見
堂
が
あ
り
、
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀

は
、
初
め
こ
こ
で
営
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

『
岩
屋
本
縁
』
が
、
「得
二
妙
見
星
童
形
像

一、
奉
レ居
二
尾
部
御
陵
以
西
小
田
岡
崎
宮

霊
地

一利
」
と
述

べ
る

「
岡
崎
宮
」
が
そ
の
地
で
あ
る
。
「
宮
了
」
の
霊
身
、
妙
見

度
会
春
彦
本
縁

菩
薩
は
初
め
こ
の

「岡
崎
宮
」
に
祀
ら
れ
て
、
度
会
氏
は
そ
こ
を
先
祖
祀
り
の
霊

地
と
し
て
き
た
。

直

二
御
贅
河

ノ
淵
底

ヨ
リ
件

ノ
童
女
星
霊
之
像
ヲ
得
テ
先
ヅ
尾
部
御
陵

二
居

へ
奉

ル
〈
東
方

二
尾
部
御
陵
有
ベ
シ
〉
。
其

ノ
後
西
小
田
岡
崎
宮

ヲ
以
テ
霊

地
ト
ナ
ス
〈
今
之

ヲ
妙
見
ト
イ
フ
ハ
習
合

ノ
名
目
ナ
リ
、
実

二
星

ノ
精
霊

ニ

シ
テ
、
社
号

二
謂

ヘ
リ
、
則
是
岡
崎
宮
ナ
リ
V

こ
の
岡
崎
の
宮

(妙
見
堂
)
の
霊
託
に
よ

っ
て
妙
見
星
を
祀
り
、
度
会
氏
は
こ

　ヨ
　

こ
に
氏
人
の
繁
栄
を
願

っ
た
の
で
あ
る

(「
豊
受
皇
太
神
宮
諸
祭
由
緒
記

下
」
)
。

　る
　

尾
部
坂
か
ら
尾
部
御
陵
に
い
た
る

一
帯
は
、
か

つ
て
葬
送

の
地

で
あ

っ
た
。
妙
見

堂
は
そ
の
入
り
口
に
あ
り
、
そ
こ
に
妙
見
菩
薩
の
童
形
像
を
紀

っ
て
、
双
生
の
兄

弟
六
人
を
遠
祖
と
し
て
、
度
会
二
門
の
祖
先
祭
祀

・
山
宮
祭
は
営
ま
れ
た
。
さ
ら

に
は
こ
こ
で

「胞
衣
納
め
」
の
習
俗
が
行
わ
れ
て
い
た
。
度
会
氏
の
胞
衣
を
埋
め

て
、

一
門
の
繁
栄
が
祈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

又
妙
見
堂
ノ
後

ロ
ニ
度
会
氏
ノ
氏
人

ノ
胞
衣

ヲ
埋
蔵

ノ
所
ア
リ
。
古
記

ニ
ハ

見

エ
サ
レ
ト
モ
古

ヘ
ヨ
リ
斯
ル
例
ト
テ
今
尚
此

レ
ヲ
遣
テ
蔵
ス
コ
ト
ナ
リ
。

按
ス
ル
ニ
彼
ノ
六
子
ノ
胞
衣

ヲ
此

二
蔵
シ
テ
故
実
ト
ナ
リ
将
来

レ
ル
ニ
ヤ
。

(『神
境
紀
談
』
)

後
世

に
至
る
ま
で
妙
見
堂

の
後
ろ
に
度
会
氏

の
胞
衣
が
埋
め
ら
れ
る
の
も
、

か

つ
て
こ
の
妙
見
山
で
度
会
氏
の
山
宮
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
貞
観
二
年
十

一
月
か
ら
時
を
同
じ
く
し
て
、
双
生

児
が
三
年

つ
づ
け
て
誕
生
し
た
、
と
い
う

『岩
屋
本
縁
』

の
記
述
は
、
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
。
「度
会
系
論
」
(『神
宮
典
略
』
)
の
著
者

は
、
「か

＼
る
姦
計
は

神
職

の
徒
の
露
云
出
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
た
ゴ
無
頼
の
悪
僧

の
人
を
欺
き
、
財
を

貧
る
所
為
」
と
い
っ
て
非
難
す
る
の
も
わ
か
ら
ぬ
で
は
な
い
。
神
宮
神
官
か
ら
す

れ
ば
怪
し
か
ら
ぬ
所
説
か
も
し
れ
ぬ
が
、
し
か
し
、
妙
見
星
を
祀
る
神
仏
習
合

の

祖
先
祭
祀
が

こ
こ
で
営
ま
れ
た
意
味
に

つ
い
て
は
、
別

に
考
え
ね
ば
な
る
ま

い
。
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度
会
春
彦
本
縁

(
四
)
外
宮
の
山
宮
祭

山
宮
祭
は
内
宮

・
外
宮
と
も
に
行
わ
れ
て
い
た
。
内
宮
は
城
田
郷
津
不
良
谷
を

祭
場
と
し
て
い
た
が
、
後
に
宇
治
郷
北
谷
に
移
さ
れ
た

(『神
境
紀
談
』
)。
外
宮

の
場
合
も
妙
見
堂
か
ら
変
転
を
経
て
、
岩
戸
山
の
東
麓
、
瀧
谷
、
通
称
山
宮
が
谷

で
、
正
権
禰
宜
な
ど
が
参
加
し
て
営
ま
れ
た
。

此
谷
に
て
山
宮
の
神
事
と
い
ふ
は
毎
年
霜
月
の
下
旬
に
吉

日
を
撰
び
米
、
大

豆
、
麹
、
酒
、
塩
、
柑
子
、
海
藻
、
香
、
灯
心
、
松
、
油
、
等
種
々
の
供
物

を
調
進
し
て
正
禰
宜
権
禰
宜
集
会
し
て
、
面
々
竈
を
ぬ
り
、
火
を
焼
き
酒
宴

し
て
祭
る
事
あ
り
。
是
妙
見
星
を
祭
る
と
也
。
山
宮
の
神
事
の
祝
詞
に
も
妙

見
星
を
祭
り
て
田
園
五
穀
蚕
養
を
祈
る
と
有
り
。
亦
古
老
の
伝
に
、
古
は
高

原

ノ
前
山

に
て
祭
り
し
を
、
後
に
此
所
里
近
き
に
便
り
て
祭
り
し
也
。
泰
山

府
君
を
祭
る
な
り
、
共
い
ふ
。
鼓
が
岳
は
当
地
の
名
山
な
れ
ば
山
祭
り
に
て

も
あ
る
べ
し
。
山
を
祭
る
に
、
妙
見
星
、
又
我
氏
人
に
恵
み
あ
る
由
来
あ
れ

ば
あ
わ
せ
祭
る
に
や
。
山
宮
の
祝
詞
を
按
ず
る
に
、
寛
平
二
年
以
来
の
例
を

用
ひ
て
祭
る
と
い
ふ
詞
有
り
。
又
云
ふ
、
当
祭
は
於
二
継
橋
郷
前
山
辺
一錐
レ

令

レニ
勤
行

一。
撰
二
定
清
浄
地
於
滝

谷

一。
建
武
二
年
祈
奉
レ
遷
二
祭
庭
於
当

地

一也

(『
勢
陽
雑
記
』

・
度
会
郡

「山
宮
が
谷
」
)。

十

一
月
に
行
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
高
主
の
六
兄
弟
の
誕
生
日
に
因
ん
で
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
泰
山
府
君
を
祀

っ
て
、

「
田
園
五
穀
蚕
養
」
の
豊
穣
を
、
祖
先

の

霊
を
招
い
て
祈
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「
我
氏
人
に
恵
み
あ
る
由
来
あ
れ
ば
あ
わ
せ

祭
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妙
見
星
に
度
会

二
門
の
繁
栄
を
念
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。

右
の

『
勢
陽
雑
記
』

の
記
述

で
お
よ
そ

の
概
要
は

つ
か
め
る
が
、
『外
宮
子
良
館

　ヨ
　

祭
莫
式
』
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
神
事
を
説
明
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
椎

・
萱
の
木

で
仮
御
殿
と
棚
が
し

つ
ら
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
神
の
供
え
物
が
用
意
さ
れ
て
棚
に

供
え
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
強
飯

・
饗
膳

・
盃
酌
が
あ

っ
て
、
神
前
に
幣
串
が
立
て

ら
れ
、
祝
詞
が
禰
宜
に
よ

っ
て
と
な
え
ら
れ
る
。
銭
切

・
散
米
が
あ

っ
て
、
祭
場

が
清
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
神
前
の
供
え
物
が
か
た
づ
け
ら
れ
、

一
同
が
と
も
に
い

た
だ
く
。
最
後

に
仮
御
殿
と
棚
が
壊
さ
れ
て
神
事
は
終
わ
る
。
い
わ
ば
神
を
迎
え

て
の
神
人
共
食
の
祀
り
で
あ
る
。
仮
神
殿
が
し

つ
ら
え
ら
れ
て
、
度
会
氏

の
遠
祖

が
迎
え
ら
れ
る
。
柳
田
国
男
は
度
会
氏

の
山
宮
神
事
を
論
じ
て
、
祭

の
庭

に
し

つ

ら
え
ら
れ
た

「山
宮
」
を
、
「
凡
俗
の
眼
に
は
見
え
な
い
祖
霊
の
隠
れ
宮
」
と
云

っ

　　
　

て
い
る
。
度
会
氏
の
祖
霊
を
招
い
て
、
五
穀
豊
穣
と
氏
人
の
繁
栄
が
祈
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
神
事
が
妙
見
星
、
あ
る
い
は
泰
山
府
君
を
紀

っ
て
す
す
め
ら
れ
る

の
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
神
宮
の
神
事
の
は
ず
が
、
こ
こ
に
は
陰
陽
道
や
修

験
道
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
妙
見
星
は
北
極
星
の
こ
と
。
国
土
を
擁
護
し
、
災
難

を
消
滅
さ
せ
、
敵
を
斥
け
る
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
寺
門
の
三
井
寺
で
は

「尊

　ア
　

星
王
法
」
の
秘
法
さ
え
う
ま
れ
た
。
さ
ら
に
泰
山
府
君
は
、
地
獄
の
冥
官
と
も
さ

れ
、
竈
神
と
も
信
じ
ら
れ
た
陰
陽
道
の
神
で
あ
る
。
度
会
氏
の
先
祖
祭
が
、
こ
ん

な
ふ
う
に
し
て
神
仏
習
合
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
の
は
、

一
見
不
思
議
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
こ
れ
は
柳
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「自
分

の
先
祖
の
祭
を
、
外
国
信

仰
の
教
理
で
解
釈
し
て
疑
わ
な
か

っ
た
こ
と
は
同
じ
で
あ

っ
て
、
ま
こ
と
に
笑
止

な
る
時
代

の
学
問
の
貧
し
さ
で
あ

っ
た
」
か
も
し
れ
な
い
縄
、
あ
な
が
ち
そ
う
も

言
い
切
れ
ま
い
。
山
宮
祭

の
神
事
に
は
、
修
験
僧
の
関
与
が
あ

っ
た
と
す
る

『毎

事
問
』
の
記
録
を
見
る
と
、
あ
ら
た
め
て
神
仏
習
合
の
意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
と
思
う
。

問
、
岩
戸
山
ノ
東
麓

ノ
谷

ニ
テ
毎
年
十

一
月

二
山
宮

ノ
神
事

ア
リ
、
此

ハ
大

山
木
ヲ
祭
ル
ト
ナ
リ
、
大
山
木
ト
云
フ
神

ノ
名
ナ
ル
カ
、
亦
タ
大
山
ノ
生
フ

ル
木
ヲ
祭
ル
ト
云
ノ
義
力
、
答
、
俗

二
大
山
府
君
ト
云
フ
ノ
府
君
ヲ
木
ト
設

レ
ル
ナ
リ
、
然
シ
テ
泰
山
府
君
ト
云
フ
ハ
本
朝

ノ
神

ニ
モ
仏
家
ノ
天
部
ノ
神

ワ

ニ
モ
非
ズ
、
道
術
仙
家
ノ
祭
ナ
リ
、
凡
テ
此
ノ
祭
ノ
由
来
余
レ
旧
記
暗
キ
故

二
其
ノ
事
ヲ
知
ラ
ズ
、
近
比

マ
デ
法
楽
舎
ノ
住
僧
此
ノ
祭
庭

二
出
テ
禰
宜
ト

混
ジ
テ
神
事
ア
リ
タ
ル
ニ
、
延
宝
三
年
十

一
月
二
十
七
日
ノ
神
事

ヨ
リ
彼
ノ

ユ
ル

僧
ヲ
除
ヒ
テ
出
ヅ
ル
事
ヲ
容
サ
ザ
ル
ナ
リ

泰
山
府
君
が

「道
術
仙
家
ノ
祭
」
と
断
じ
ら
れ
る
だ
け
で
、
山
宮
神
事
の
由
来
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を
明
ら
か
に
は
し
な
い
。
た
だ
外
宮

の
禰

宜
と
と
も
に
法
楽
舎

の
僧
が
神
事
に
列

な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
延
宝
三
年
十

一
月
二
十
七
日
の
神
事
か
ら
は
停
止
さ
れ

た
と
い
う
。
た
だ
停
止
さ
れ
た
と
い

っ
て
も
、
ま

っ
た
く
関
係
が
絶
た
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
『神
宮
典
略
』
(十
五

「
法
楽
」
)
に
は

「今
も
常
寧
坊
よ
り
山
宮
祭

の
時
、
祭
物
ま
た
献
物
あ
る
よ
し
を
い

へ
り
」
と
あ
る
。
常
寧
坊
と
は
、
お
そ
ら

く
世
義
寺

の
塔
頭
か
と
思
わ
れ
る
。

外
宮

の
法
楽
舎
は
世
義
寺
に
置
か
れ

て
い
た
。

こ
の
寺
は
伊
勢
市
岡
本
町
に
現

存
す
る
が
、
教
王
山
神
宮
寺
宝
金
剛
院
と
称
し
て
、
今
は
真
言
宗
醍
醐
派
に
属
す

る
。
修
験
道
の
道
場
と
し
て
、
護
摩
修
行

が
行
わ
れ
、
山
宮
祭
も
当
寺
で
焚
か
れ

　　
　

る
柴
燈
護
摩

の
火
を
合
図
に
し
て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
場
所
も
変
転
を
か

さ
ね
、
永
禄
五
年
、
継
橋
郷
前
山
か
ら
坂
之
世
古

に
移
転
し
、
寛
文
十

一
年
現
在

地
に
移

っ
た
。
法
楽
舎
で
は
、
内
外
宮
と
も
に
、
大
神
宮
法
楽
の
た
め
に
千
部
の

法
華
経
が
転
読
さ
れ
た
と
い
う
。
山
宮
祭

に
世
義
寺

の
修
験
僧
が
ど
う
か
か
わ

っ

て
い
た
の
か
、
そ
の
詳
細
を
今
、
明
ら
か

に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
修
験
僧
が

列
座
し
て
営
ま
れ
た
山
宮
祭
は
、
度
会
氏

の
祖
先
祭
祀
で
あ
り
、
豊
受
大
神
宮
法

楽

の
た
め
の
祀
り
ご
と
で
も
あ

っ
た
。

(五
)
妙
見
堂
と
常
明
寺

外
宮
の
山
宮
祭
に
修
験
の
徒
が
関
わ

っ
た
と
し
て
も
、
山
宮
祭
と
妙
見
信
仰
は

ど
の
よ
う
に
結
び

つ
い
て
い
た
の
か
。
そ

の
具
体
的
な

つ
な
が
り
を
、
伊
勢
神
宮

の
史
料
の
う
ち
に
見

つ
け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
朝

熊
山
金
剛
証
寺
に
わ
ず
か
な
手
が
か
り
は
残
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
の
東
に
省
え
る

朝
熊
山
は
、
神
霊
の
籠
も
る
霊
山
と
し

て
、
伊
勢
の
人
々
か
ら

「
嶽
さ
ん
」
と
も

よ
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
伊
勢
か
ら
眺
め
れ
ば
、
朝
日
は
朝
熊
山
の
後
ろ
か

ら
昇

っ
て
く
る
。
こ
の
霊
山
は

「嶽
参
り
」

の
対
象
と
し
て
信
仰
を
集
め
、
死
者

　り
　

供
養

の
山
と
し
て
、
弘
法
大
師
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
と
す
る
伝
承
を
も

つ
。
死
者

の
霊
魂
は
朝
熊
山
に
登
り
、
そ
の
山
中
に
鎮
ま
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

度
会
春
彦
本
縁

内
宮

の
東
北
に
あ
た
り
、
峰

つ
づ
き

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
お
伊
勢
参
ら
ば
朝

熊
を
か
け
よ
、
朝
熊
か
け
ね
ば
片
参
宮
」
と
う
た
わ
れ
て
、
伊
勢
参
宮
の
人
々
は
、

こ
の
山
に
も
併
せ
て
詣

で
る
こ
と
を
慣
わ
し
と
し
た
。

伊
勢
神
宮
と
金
剛
証
寺
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
、
西
山
克
氏
の
論
に
し
た
が

っ

　ほ
　

て
、
今
、
そ
れ
を
二
点
に
ま
と
め
て
み
る
。

①
内
宮
長
官

(
一
禰
宜
)
が
、
両
大
神
宮
百
日
参
詣
と
朝
熊
嶽
千
日
参
詣
の

結
願
者
に
証
明
書
を
給
付
し
て
き
た
。

②
朝
熊
嶽

の
護
法
神

「雨
宝
童
子
」
は
、
天
照
大
神

の
化
身
と
す
る
同
体
説

が
、
室
町
末
期
以
降
、
強
調
さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
は
、
神
仏
習
合
思
想
が
生
ん
だ
両
部
神
道
に
よ

っ
て
、
朝
熊
山
と
内

宮
の
本
　
関
係
が
強
調
さ
れ
た
結
果
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
西
山
氏
の
こ
と
ば
を

か
り
れ
ば
、
「
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
太
陽
の
女
神
を
祀
る
内
宮

と
金
星
を
仰
ぐ
修
験

の
霊
地
と
し
て
の
朝
熊
山

の
あ
い
だ
に
は
、
す
で
に
濃
密
な

　ぜ
　

関
係
が
成
立
し
て
い
た
」

の
で
あ
る
。

慶
長
十
九
年
、
朝
熊
嶽

の
修
験
僧
明
隻

に
よ

っ
て
記
さ
れ
た

『朝
熊
嶽
縁
起
』

　ほ
　

(金
剛
証
寺
蔵
)
に
は
、
両
者
の
神
仏
習
合
思
想
が
み
ご
と
に
反
映
し
て
い
る
。

蓋
し
日
の
天
照
太
神

の
元
神
は
、
観
世
音
菩
薩
也
、
星
の
天
孫
大
神
の
元
神

は
、
虚
空
蔵
菩
薩
也
、
月
の
豊
受
大
神
の
元
神
は
、
大
勢
至
菩
薩
也
、
是
の

故

に
、
観
世
音
菩
薩
は
、
五
十

の
宮

の
東
北
の
隅
に
当
り
、
天
朗
の
峰
に
鎮

在
し
玉
ふ
也
、
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
宇
治
宮
の
東
北
の
隅
に
当
り
、
朝
熊
嶽
に

鎮
在
し
玉
ふ
也
、
大
勢
至
菩
薩
同
体

一
理
の
妙
見
菩
薩
は
、
豊
受
の
宮
の
東

北
隅
に
当
り
、
高
日
の
山

に
鎮
在
し
玉
ふ
也

天
照
大
神
を
祀
る
五
十

の
宮

(伊
雑
宮
)
は
観
世
音
菩
薩
、
そ
れ
を

「
日
」
に

な
ぞ
ら
え
、
天
孫
大
神
を
祀
る
宇
治

の
宮
は
虚
空
蔵
菩
薩
、
そ
れ
を

「星
」
に
な

ぞ
ら
え
る
。
そ
し
て
豊
受
大
神
を
祀
る
豊
受
宮
は
、
大
勢
至
菩
薩
と
同
体
の
妙
見

菩
薩
、
そ
れ
が

「月
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
仏
が
こ
う
し
て
配

さ
れ
て
、
日

(天
照
大
神
)
、
星

(天
孫
大
神
)、
月

(豊
受
大
神
)
に
当
て
ら
れ

る
。

こ
の
神
仏
習
合

の
神
仏
の
配
置
は
、
「天
照
皇
太
神
宮
神
詠
」
(『朝
熊
嶽
略
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度
会
春
彦
本
縁

　ち

縁
起
』

・
寛
延
三
年
)

に
も
反
映
し
て
い
る
。

つ
れ

ま

日
と
月
と
星
と
列
間
の
池
の
水
た

へ
ぬ
か
ぎ
り
と
あ
ま

つ
ひ
つ
ぎ
よ

日
と
星
と
月
の
三
者
が
、
朝
熊
嶽
の
列
間
の
池
で
遊
戯
す
る
さ
ま
を
う
た
う
。

こ
の
天
照
大
神
の
神
詠

に
し
た
が

っ
て
、
神
仏
は
配
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

「天

つ
日

継
」、
皇
孫
を
庇
護
し
給
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「大
勢
至
菩
薩
同
体

一
理
の
妙
見
菩
薩
は
、
豊
受

の
宮
の
東
北
隅
に
当
り
、
高
日
の
山
に
鎮
在
し
玉
ふ
也
」
の

一
条
で
あ
る
。
豊
受

宮

(外
宮
)
の
東
北
隅
、
す
な
わ
ち
表
鬼
門
に
あ
た
る

「
高
日
山
」
に
鎮
座
さ
れ

る
の
は

「妙
見
菩
薩
」

で
あ
る
。
外
宮
の
東
北
、
高
日
山
と
は
、
高
日
の
岡
に
あ

る
高
日
山
常
明
寺

で
あ
る
。
当
寺
は
廃
仏
殿
釈
の
と
き
に
廃
寺
と
な

っ
て
今
は
な

い
が
、
寛
永
年
間
に
天
台
宗
に
改
め
ら
れ
る
ま
で
は
真
言
宗
で
あ

っ
た
。
「
両
太

神
宮
内
院
」
と
称
さ
れ
て
、
仏
寺

で
あ
り
な
が
ら
鳥
居
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
常

明
寺
は
、
「度
会
二
門
の
氏
神
」
を
祀
り

(『
勢
陽
雑
記
』)
、
ま
た
妙
見
堂
を
管
理

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
『岩
屋
本
縁
』
を
読
め
ば
、
度
会
氏
は
外
宮
の

丑
寅
、
表
鬼
門
の
神
聖
な
る
地
、
妙
見
堂

に
妙
見
菩
薩
を
奉
じ
て
、
豊
受
大
神
の

守
護
者
た
ら
ん
こ
と
を
祈

っ
て
、
山
宮
祭
を

つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
外
部
か
ら
の
稼
れ
は
、
妙
見
星
の
威
力
に
よ
っ
て
祓

い
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「山
宮

の
神
事

の
祝
詞
に
も
妙
見
星
を
祭

り
て
田
園
五
穀
蚕
養
を
祈
る
と
有
り
」

と
い
う

『勢
陽
雑
記
』

の
説
明
も
、
そ
う
理
解
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
。
豊
受
大
神
こ
そ
五
穀
豊
穣
の
守
護
者

で
あ

っ
た
。

(六
)
度
会
氏
の
祖
先
神
話

外
宮
の
山
宮
祭

に
つ
い
て
記
録
す
る

「豊
受
皇
太
神
宮
諸
祭
由
緒
記

下
」
に

　に
　

よ
れ
ば
、
春
彦
は

一
族
を
率

い
て
山
宮
祭
を
主
催
し
、
氏
人
の
繁
栄
を
祈

っ
た
と

い
う
。凡
ソ
仁
和
四
年
十

一
月
十
八
日
、
神
主
春
彦
岡
崎

ノ
宮

ノ
霊
託

二
任
セ
、
氏

人
等

ヲ
率
ヰ
清
浄
ノ
山
谷

二
向
ヒ
、
日
月
諸
星
廿
八
宿
五
星

ヲ
祭
リ
奉
リ
、

今
山
宮

ノ
祭
ト
号

ス
ル
是
ナ
リ
、
凡

ソ
神
主
等

ノ
妻
子
専
ラ
岡
崎

ノ
宮
ノ
星

霊

ヲ
祈

ル
ベ
キ
ナ
リ

こ
の

一
節
も

『岩
屋
本
縁
』
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
度
会
の

神
主
は
、
春
彦
に
倣

っ
て

一
家
春
属
あ
げ

て
星
祭
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
山
宮
祭
を
説
明
し
て
、
高
主
や
春
彦
に
つ
い
て
記

述
す
る

『藤
園
雑
纂
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
の

一
節
で
あ
る
。

妙
見
堂

ノ
コ
ト
石
屋
本
縁

二
載

ス
ル
故
事
覚
束
ナ
キ

コ
ト
ナ
リ
。
但
シ
高
主

マ

ヘ

モ
春
彦

モ
陰
陽
道
信
向

ノ
人
ナ
リ
。
尤

モ
妙
見
星

ヲ
祭

ル
コ
ト
、
此
頃

一
般

ノ
風
儀

ニ
テ
、
山
宮
祭
ト
云
フ
モ
太
山
府
君

ヲ
祭

ル
ナ
リ
。
山
宮
祭
ト
云

コ

ト

ハ
山
君
祭
ト
称

ヘ
タ
ル
山
君

ヲ
山
宮
ト
ナ
セ
ル
ニ
テ
、
山
君
ス
ナ
ハ
チ
太

山
府
君

ノ
略
称

ニ
テ
北
辰
星

ノ
コ
ト
ナ
リ
。

高
主
と
春
彦

の
二
人
が

「陰
陽
道
信
仰
の
人
」

で
あ
る
と
い
う
。
伊
勢
神
道
の

教
義
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
こ
れ
が
排
斥
す
べ
き
暴
論

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
延

宝
三
年
以
前
、
山
宮
祭
に
は
修
験
僧
も
列
な

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、

「
妙
見
信
仰
」
と
結
び

つ
く
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
あ
る
い
は

「太
山
府
君
」

を
祀
る
と
す
れ
ば
、
陰
陽
道
と
の
習
合
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
春
彦
を

「
陰
陽

道
信
仰
の
人
」
と
す
る
説
は
、
お
そ
ら
く
山
宮
祭
の
由
来
、
性
格
と
も
か
か
わ

っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

妙
見

の
童
女
像
が
祀
ら
れ
た
妙
見
堂
を
管
理
し
た
の
が
常
明
寺

で
あ
る
。
当
寺

が
度
会
二
門
の
氏
寺

で
あ

っ
た
こ
と
を
思
え
ば

(『勢
陽
雑
記
』
「
常
明
寺
」)
、
祖

先
祭

の
山
宮
神
事

に
、
ど
う
い
う
形
で
あ
れ
、
常
明
寺
が
か
か
わ

っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
の
が
、
妙
見
菩
薩
は
高
日
の
山
に
鎮
座
し
給
う
と
記

し
た
先

の

『朝
熊
嶽
縁
起
』

の

一
条

で
あ
る
。

そ
の
常
明
寺

で
は
、
雄
略
二
十
二
年
、
外
宮
に
て
大
神
宮
法
楽

の
神
楽
が
奉
じ

ら
れ
て
以
来
、
毎
年
十

一
月
十
六
日
に
霜
月
神
楽
が
行
わ
れ
て
き
た
。
「
元
和
元

年
十

一
月
」
の
奥
書
が
あ
る

『常
明
寺
縁
起
』
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

　　

い

る

。
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ノ

ニ
シ
テ

雄
略
二
十
二
年
、
外
宮
御
幸
臨
已
来
太
神
宮
法
楽
神
楽
、
此
山
毎
年
十

一
月

ヨ
リ

十
六
日
後
夜
物
二詣
此
寺

一、
百
余
人
神
楽
男
巫
八
乙
女
翻
二
羅
綾
挟
一。
内
宮

ウ
タ
イ

八
十
末
社
、
外
宮
四
十
末
社
深
秘
歌
唄
哩
哩
有
楽
詞
拍
子
也
。
誠
是
天
巖
戸

ニ
シ
テ

前
八
百
万
神
達
集
給
、
太
神
宮
法
楽
瑚
面
白
日
干
レ今
不
レ絶
事
難
レ有
云
々

折
し
も
外
宮

の
山
宮
祭
と
時
を
同
じ
く
す
る
十

一
月
十
六
日
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
山
宮
祭

の
あ
と
、
場
所
を
常
明
寺
に
移
し
て
行
わ
れ
た
霜
月
神
楽
と
思

わ
れ
る
。
『
岩
屋
本
縁
』

に
よ
れ
ば
、
春
彦
ら
六
人
の
兄
弟
は
十

一
月

(十
五

・

十
八
日
)
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
彼
ら
は
霜
月
祭
の
と
き
に
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。

こ
と
に
冬
至
は
昼
と
夜

の
長
さ
が
あ
い
半
ば
し
て
、
太
陽
の
力
が
、

一

年
中

で
も

っ
と
も
弱
ま
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
死
と
再
生
、

新
た
な
る
生
命
の
生
ま
れ
清
ま
り
を
信
じ

て
、
霜
月
祭
は
営
ま
れ
、
神
楽
は
奉
納

さ
れ
る
。
そ
れ
は
伊
勢
大
神
に
仕
え
た

「
宮
了
」
な
る
童
女
の
死
と
三
組
の
双
生

　レ
　

児
の
誕
生
と
い
う
祭
祀
の
う
ち
に
語
ら
れ

て
き
た
神
話
で
あ
ろ
う
。

山
本

ひ
ろ
子
氏
に
よ
れ
ば
、
常
明
寺
境
内
の
神
萱
落
社
は
、
「八
王
子
信
仰
の

根
拠
地
」

で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
霜
月
十
六
日
後
夜

に
行
わ
れ
る
神
楽

は
、
「百
余

人
の
神
楽
男
、
巫
、
八
乙
女

の
羅
綾

の
快

を
翻
す
」
盛
大
な
も
の
で
あ

っ
た
。
こ

の
座
に
列
な
る

「巫
」
に

つ
い
て
は
、
『
神
宮
典
略
』
(「
八
王
子
社
祝
」
)
が
説
明

し
て
い
る
。

此
社
は
神
宮
に
拘
は
ら
ず
、
村
人
の
沙
汰
な
れ
ば
、
社
祝
の
代
り
に
巫
を
も

て
仕

へ
し
め
し
な
ら
ん
。
二
門
氏
社

に
は
博
士
の
祝
詞
を
申
す
よ
し
を
記
し

た
り
。
か
く
巫
と
い
ひ
博
士
と
い
ふ

の
は
男
巫
に
て
、
今
の
世
に
い
は
ゆ
る

陰
陽
師
の
事
な
り
。
〈
今
も
此
社
は
其
村

の
陰
陽
師
此
社
の
祭
を
預
か
れ
り

と
云
。

〉
委
し
く
知
り
が
た
し
。

「此
社
」
と
は
、
宇
治

(内
宮
)
中
村

の
八
王
子
社

の
こ
と
で
あ
る
が
、
外
宮

の
場
合
、
八
王
子
信
仰
の
メ

ッ
カ
と
い
え
ば
、
常
明
寺

の
神
萱
落
社

の
こ
と
で
あ

る
。
「
巫
」
と
は
、
「
男
巫
」
で
あ
り
、
博
士
と
も
い

っ
た
。
陰
陽
師

で
あ
る
彼
ら

は
、
山
宮
祭
の
夜
、
祝
詞
を
あ
げ
て
大
神
宮
法
楽
の
神
楽
を
奉
納
す
る
。
度
会
二

門
の
氏
寺
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
の
霜
月
神
楽
は
、
山
宮
祭
と
軌
を

一
に
し
て
、
氏

度
会
春
彦
本
縁

人
の
繁
栄
と
五
穀
の
豊
穣
を
、
伊
勢
大
神
に
祈
願
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　に
　

伊
勢
神
楽
に

「五
方
の
遊
び
」
と
題
さ
れ
た

一
曲
が
あ
る

(「天
文
本
神
楽
歌
」)
。

い
や
東
に
日
り
う
日
を
出
し

い
や
西
に
は
夕
月
夜
を
照
ら
し

い
や
北
に
は
妙
見
大
将
軍
の
殿
造
り

南
に
は
仏

の
御
国
と
か
や

「
日
り
う
」
と
は
日
輪
の
こ
と
。
東
に
太
陽
、
西
に
は
月
、
北
に
は
妙
見
星
、

南
に
は
仏
さ
え
お
わ
し
て
、
こ
の
伊
勢
大
神
宮
を
擁
護
し
て
く
だ
さ
る
、
と
い
う

あ
り
が
た
い
祝
言
の
歌
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
う
た
わ
れ
る

「妙
見
大
将
軍
」

は
、
外
宮
の
丑
寅

(北
東
)
に
あ

っ
て
、
伊
勢
大
神
を
守
護
す
る
菩
薩
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
妙
見
堂
を
管
理
し
て
い
た
の
が
、
常
明
寺
で
あ
る
。

こ
こ
で
霜
月
神
楽
は
演
じ
ら
れ
、
「妙
見
大
将
軍
」
の

一
曲
が
歌
わ
れ
る
。

春
彦
を
は
じ
め
と
す
る
六
人
の
兄
弟
は
、
ま
さ
に
こ
の
霜
月
祭

の
と
き
に
誕
生

す
る
。
そ
れ
は
新
し
い
生
命
力
の
更
新
を
期
待
し
て
、
度
会
氏

の
祖
先
神
話
と
し

て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
双
生
の
男
子
の
、
三
年

つ
づ
き
の
誕
生
と
は
、
豊

か
な
稔
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
創
ら
れ
た
神
話
で
あ
る
。
大
物
忌
子

「宮
了
」
は
、

豊
穣
を
祈
る
た
め
に
神
に
捧
げ
ら
れ
る
御
賛
と
し
て
、
創
ら
れ
た
女
子
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
彼
女
は
伊
勢
大
神
に
仕
え
る
巫
女

「大
物
忌
の
女
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
う
し
て
春
彦
を
祖
と
仰
ぐ
死
と
再
生

の
神
話
は
、
山
宮
祭

と
時
を
同
じ
く
し
て
演
じ
ら
れ
た
霜
月
祭
の
う
ち
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
霜
月
の
神
事
の
う
ち
に
高
主
や
春
彦
ら
、
遠
祖

の
神
霊
は
呼
び
出
さ
れ
、

「子
孫
繁
昌
家
門
富
貴

一
家

一
族
従
類
春
属
息
災
安
穏
福
寿
増
長
」

(『山
宮
祭
祭

文
』
神
宮
文
庫
蔵
)
が
、
巫
に
よ

っ
て
祈
願
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
高
主
や
春
彦
は

「陰
陽
道
信
仰
の
人
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(七
)
神
萱
落
社
の
八
王
子
祭
文

山
宮
祭
は
常
明
寺

で
も
行
わ
れ
た
。
『山
宮
祭
儀
式
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
に
よ
れ

ば
、
「山
中
積
雪
甚
深
之
間
於
常
明
寺
可
被
遂
行
也
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
山

の
雪
が
深
い
と
き
に
は
、
当
寺
が
祭
事

の
場
と
な

っ
た
し
、
山
宮
祭
の
あ
と
、
場
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所
を
移
し
て
神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
の
が
常
明
寺
で
あ

っ
た
、
と
先

に
述
べ
た
。
こ

の
と
き
読
み
あ
げ
ら
れ
る
の
が

『
山
宮
祭
祭
文
』

(神
宮
文
庫
蔵

・
天
保
十
二
年

六
月
度
会
履
正
写
)

で
あ
る
。

敬
白
御
明
千
五
百
燈
太
餅
廿
五
枚
右
奉
供
所
者
掛
恭
内
外
二
宮
井
十

一
所
別

宮
熊
野
三
所
権
現
伊
良
古
三
所
太
明
神
北
計
七
星
本
命
元
辰
井
新
年
八
卦
神

等
当
村
二
天
八
王
子
或
内
或
外
諸
神
惣
者
天
象
地
類
悉
以
奉
法
楽
荘
厳
者
也

乃
悲
〈
父
母
兄
弟
子
有
廿
ト
書
〉
子
孫
繁
昌
家
門
富
貴

一
家

一
族
従
類
春
属

息
災
安
穏
福
寿
増
長
令
如
意
満
足
給
謹
啓
日
如
件

(以
下
略
)

伊
勢
十

一
所

の
別
宮
初
あ
諸
神
が
勧
請
さ
れ
、
度
会
氏
の

「家
門
繁
栄
」
が
祈

念
さ
れ
、
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
祭
文
に
い
う

「八
王
子
」
と
は
、
常

明
寺
の
境
内
社

・
神
萱
落
社
の
こ
と
を

い
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
神

萱
落
社
は
外
宮

の

「
八
王
子
信
仰
の
根
拠
地
」
で
あ

っ
た
。
十
二
月
十
日
に
は
当

社
で

「茅
萱
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
八
王
子
祭
文
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
『常
明
寺

神
事
作
法
』
(神
宮
文
庫
蔵
)

に
記
録
さ
れ
て
い
る

一
条
を
引
く
。

一
、
先
内
陣

ニ
テ
般
若
法
則
読
テ
大
般
若

ヲ
番
之
禰
宜
御
被
成
候
間
、

庭

二
出

テ
茅
之
輪
之
前

ニ
テ
八
王
子

ノ
祭
文
有
リ
。
番
之
御
禰
宜

ハ
十
人
之

御
神
主
様
之
内
二
人

ツ
ツ
廻
番

ニ
テ
御
参
御
成
候

内
陣
神
前
に
て
大
般
若
転
読

の
あ
と
、
庭

の
茅
の
輪
の
前

で
禰
宜

に
よ

っ
て
、

「
八
王
子
祭
文
」
が
唱
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
い
う

「八
王
子
祭
文
」
と
は
、
『牛
頭

天
王
縁
起
』
の
こ
と
。
神
宮
文
庫
蔵

『
八
王
子
祭
文
』
に
は
、

蘇
民
将
来
申
テ
云
末
代

ノ
衆
生
何
蘇

民
将
来
力
子
孫
ト
シ
ラ
シ
メ
奉
ラ
ン
ト

申
。
神
王
宣
ク
茅
輪

ヲ
作

テ
右
ノ
腰

二
着
ケ
シ
メ
ヨ
。
註

(し
る
し
)
ト
シ

テ
守
護
セ
シ
メ
ン
ト
宣

フ
。

と
あ

っ
て
、
茅
の
輪
で
守
ら
れ
る
蘇
民
将
来
の
子
孫
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

祭
文
は
常
明
寺
の
別
当
職

・
常
楽
坊

の
役

(「常
明
寺
別
当
職
年
中
行
事
式
」
神

宮
文
庫
蔵
)
で
あ

っ
た
。

こ
の
祭
文
が
終
わ
る
と
、
社
頭
に
飾

っ
て
あ

っ
た
茅
萱

を
、
常
明
寺

の
住
持
が
加
持
を
し
て
度
会
氏
の
氏
人
に
配

っ
た
の
で
あ
る

(「
常

明
寺
別
当
職
年
中
行
事
式
」
)。

こ
の
よ
う
な
祭
の
次
第
を
見
て
く
る
と
、
神
萱
落
社
の

「茅
萱
祭
」
は
、
疫
神

祭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
常
明
寺
の
あ
る
間
の
山
は
、
内
宮
と
外
宮
の
境
の
地

　
ね
　

で
あ
り
、
古
代
よ
り
こ
の
地
で

「道
饗
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、

「
茅
萱
祭
」
は
疫
神
退
散
を
念
ず
る
神
事
な
の
で
あ
る
。
十

一
月
五
日
の
夜
、
常

明
寺

で
牛
王
加
持
が
行
わ
れ
、
妙
見
堂
の
牛
王
札
が
度
会
二
門
の
氏
人
に
配
ら
れ

る
の
も
、
家
門
繁
栄
を
祈
念
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

常
明
寺
と
神
萱
落
社
は
、
と
も
に
度
会
二
門
の
氏
寺
で
あ
り
、
氏
神
で
あ
っ
た
。

ヨ

そ
こ
で
十

一
月
十
六
日
に
営
ま
れ
る
山
宮
祭
は
、
遠
祖
春
彦
を
神
と
し
て
祀
り
、

度
会
氏

の
繁
栄
を
祈
る
祖
先
祭
祀

で
あ

っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
る
霜
月

祭
も
ま
た
、
度
会
氏

の
繁
栄
を
祈
念
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
祭
事

の
う
ち
に

生
ま
れ
た
の
が
、
妙
見
星
を
祀

っ
た
春
彦

の
神
話

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く

る
と
、
双
生

の
男
子
の
、
三
年

つ
づ
け
て
の
誕
生
を
語
る
豊
穣

の
神
話
が
、
度
会

二
門

の
う
ち
に
生
ま
れ
た
子
細
は
、
常
明
寺
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
え
る
。
度
会
氏

の
氏
寺
た
る
常
明
寺
は
、
神
ご
と
の
い
と
な
ま
れ
る
神
聖
な
る

場
所
と
し
て
、
祓
え
の
神
事
を
執
り
行

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

(注
)

(1
)
拙
稿

「伊
勢
の
白
大
夫
伝
説
-
御
師
と
伊
勢
比
丘
尼
1
」
(「東
海
近
世
」

第
十
七
号
)

(2
)
大
西
源

一

『松
木
智
彦
神
主
伝
』
伊
勢
市
立
図
書
館
蔵

(
一
九

一
九
年
)

(
3
)
『大
神
宮
叢
書
』
所
収

神
宮
司
庁

(
一
九
七
六
年
)。
「豊
受
皇
太
神
宮

諸
祭
由
緒
記

下
」
は
、
ま
ず

「尾
部
御
陵
」
に
祀

っ
た
と
す
る
が
、
そ
の
こ
と

も
伝
承
で
あ

っ
て
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

(4
)
『宇
治
山
田
市
史
』
(上
巻

「尾
部
御
陵
」
「
尾
部
坂
」

の
項
)
宇
治
山
田

市
役
所

(
一
九
二
九
年
)
御
巫
清
直

『
尾
部
御
陵
紀
原
』
(『増
補
大
神
宮
叢
書
8
』

所
収
)
神
宮
司
庁

(二
〇
〇
七
年
)

(
5
)
前
掲
書

(3
)

(
6
)
柳
田
国
男

「山
宮
考
」
(全
集
十
四
巻
)
中
公
文
庫

(
一
九
九
〇
年
)
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(7
)
岩
本
裕

『
日
本
仏
教
語
辞
典
』

(「妙
見
」
「
尊
生
王
の
法
」
「尊
生
王
の
御

修
法
律
」

の
項
)
平
凡
社

(
一
九
八
八
年
)

(8
)
前
掲

(6
)
柳
田
論
文

(
9
)
『
宇
治
山
田
市
史
』
(下
巻

「世
義
寺
」
の
項
)

(
10
)
久
保
田
展
弘

『
日
本
の
聖
地
-

日
本
宗
教
と
は
何
か
ー
』
講
談
社
学
術
文

庫

(
二
〇
〇
四
年
)

(
11
)
(
12
)
西
山
克

「
金
胎
両
部
世
界

の
旅
人
」
(『
聖
地
の
想
像
力
-
参
詣
曼

茶
羅
を
読
む
ー
』
所
収
)
法
蔵
館

(
一
九
九
八
年
)

(13
)
『朝
熊
山
金
剛
謹
寺
典
籍
古
文
書
』
所
収
。
金
剛
謹
寺

(
一
九
九
四
年
)

(
14
)
久
保
田
収

「天
照
大
神
と
雨
宝
童
子
-
朝
熊
山
の
信
仰
を
中
心
に
i
」

(民
衆
宗
教
史
…叢
書
第

一
巻

『
伊
勢
信
仰

1
』
所
収
)
雄
山
閣
出
版

(
一
九
八
五

年
)(15
)
前
掲
書

(3
)

(16
)
本
田
安
次
著
作
集
第
七
巻

『
日
本

の
伝
統
芸
能
』

(伊
勢
神
楽
之
研
究
)

錦
正
社

(
一
九
九
五
年
)

(
17
)
常
明
寺

の
茅
萱
祭
の
八
王
子
祭
文
と
伊
勢
神
楽
に

つ
い
て
は
山
本
ひ
ろ
子

氏

「
「牛
頭
天
王
島
渡
り
」
祭
文

の
世

界
」

(『
異
神
-
中
世

日
本

の
秘
境
的
世

界
ー
』
平
凡
社

・
一
九
九
八
年
)
に
詳
細

な
考
察
が
あ
る
。

(18
)
前
掲
書

(16
)

(19
)
『
尾
部
陵
紀
原
』
に
以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。
「間

ノ
山
ト
イ
フ
ハ
、

継
橋
郷

(※
山
田
)
ト
宇
治
郷
ト
ノ
限
堺

ノ
山

ニ
シ
テ
、
上
古
堺
ノ
道
饗
祭

ヲ
行

ヘ
ル
山
ナ
ル
ヲ
以
テ
饗

ノ
山

ト
称
ス
ル
ナ
リ
。」
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